
［成果情報名］諫早湾干拓土壌における堆肥並びに緑肥作物の分解特性

［要約］ほ場造成直後の諫早湾干拓土壌における有機物の分解特性は、牛ふん堆肥並びに緑

肥作物のセスバニア、クロタラリア、ソルガムでは施用後速やかに炭素及び窒素が分解し、既耕

地並の窒素供給が期待できる。一方、バーク堆肥、好塩菌堆肥及びトウモロコシは緩やかに窒

素の分解が進み、分解に要する期間が長くなるため施用時期を早める。
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［背景・ねらい］

干陸直後の諫早湾干拓土壌は各種養分に富み、保肥力も大きいが、強粘質のため排水性、

耕うん性が劣り、水溶性塩素イオン濃度が高い。そのため、土壌理化学性を改善するために、こ

れまで緑肥作物の作付・すき込みや堆肥の施用が有効であることを明らかにした（ながさき普及

技術情報第22号及び第23号）が、それらの分解特性に関するデータは少ない。そこで、ガラス繊

維ろ紙を使ったほ場埋設法により、干拓土壌における代表的な堆肥並びに緑肥作物の分解特

性を調べ、有機質資材の選定や施用時期、施用量の設定のための基礎資料を得る。

［成果の内容と特徴］

１．ほ場埋設期間中の日平均気温の積算温度と堆肥の炭素及び窒素の分解率には相関が認め

既耕地とられ、炭素の分解は牛ふん堆肥と好塩菌堆肥が、窒素の分解は牛ふん堆肥が早く、

。バーク堆肥は炭素及び窒素の分解が最も遅く、冬期よりも夏期変わらない分解特性を示す

に施用すると分解に要する期間を短縮できる（図１）。

２．冬キャベツ畑では、C/N比の高いバーク堆肥、好塩菌堆肥は炭素の分解のため施用３日後か

ら窒素の取込みが認められ、多施用は作物の窒素飢餓を助長する（図２）。

３．冬キャベツ畑におけるソルガム、トウモロコシ、セスバニア、クロタラリアの90日後の炭素分解

率は約50％と大差ないが、セスバニア、クロタラリア、ソルガムは施用３日後から窒素分解率20

％以上と高く、既耕地並の窒素供給が期待できる。トウモロコシは窒素の分解が進まないうち

に低温期を迎える（図２）。

［成果の活用面・留意点］

１．初期干拓営農における緑肥作物及び堆肥による土づくり対策の基礎資料とする。

２．C/N比の高い緑肥作物をすき込む場合は、生育期とすき込み量を勘案し、次作の作付計画

に合わせて早めの収穫に努め、分解期間を確保する。

３．本データは、緑肥未作付・堆肥無施用土壌を用いたガラス繊維ろ紙法（埋設法）による測定

結果である。



［具体的データ］

）炭素分解率 )窒素分解率a b

図１ 堆肥の炭素及び窒素分解率と積算温度の関係

注）測定時期：2003・04年の３回、 供試土壌：緑肥未作付・堆肥無施用土壌

炭素添加量（乾土あたり）：牛ふん堆肥5.4%、バーク堆肥6.0%、好塩菌堆肥5.8%

）堆肥の窒素分解率 )緑肥作物の炭素分解率 )緑肥作物の窒素分解率a b c

図２ 冬キャベツ畑に埋設した堆肥・緑肥作物の炭素及び窒素の分解率

注）測定時期：2003年10月～12月、 供試土壌：緑肥未作付・堆肥無施用土壌

炭素添加量（乾土あたり）：牛ふん堆肥11.8%、バーク堆肥14.6%、好塩菌堆肥10.7%

ソルガム17.6%、トウモロコシ17.7%、セスバニア・クロタラリア18.5%

供試した有機物の種類とC/N比

［その他］

研究課題名：諫早湾干拓営農対策試験・土づくり対策試験

予算区分：県単、一部国庫委託調査

研究期間：2000年度～

研究担当者：山田寧直、大津義雄、寺井利久

0

5 0

0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0 2 0 0 0 2 5 0 0 3 0 0 0

牛ふん堆肥 バーク堆肥 好塩菌堆肥

牛ふん堆肥 バーク堆肥 好塩菌堆肥

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 1000 2000 3000
積算温度（℃）

炭
素

分
解

率
（％

）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 1000 2000 3000
積算温度（℃）

窒
素

分
解

率
（％

）

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

0日 20日 40日 60日 80日 100日

経過日数

窒
素

分
解

率
（
％

）

牛ふん堆肥 バーク堆肥

好塩菌堆肥

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

0日 20日 40日 60日 80日 100日

経過日数

炭
素

分
解

率
（
％

）

ソルガム トウモロコシ

セスバニア クロタラリア

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

0日 20日 40日 60日 80日 100日

経過日数

窒
素

分
解

率
（
％

）

ソルガム トウモロコシ

セスバニア クロタラリア

ｒ
相関式：D＝eT

D：分解率（％）
e：分解加速度係数
T：日平均気温の積算温度(℃)
r：分解難易度係数

炭素分解率(Dc)

牛ふん堆肥 Dc=0.0140T (R =0.97)
0.97 2

バーク堆肥 Dc=0.2641T (R =0.90)
0.49 2

好塩菌堆肥 Dc=0.0484T (R =0.96)
0.82 2

窒素分解率(Dn)

牛ふん堆肥 Dn=0.4051T (R =0.96)
0.54 2

バーク堆肥 Dn=0.3137T (R =0.93)
0.48 2

好塩菌堆肥 Dn=0.0422T (R =0.95)
0.80 2

全窒素 全炭素

（％） （％）

牛ふん堆肥 牛ふん（肉用牛）+ もみがら 2.40 31.2 13

バーク堆肥 バーク 1.57 32.5 21

好塩菌堆肥 バーク・鶏ふん＋牛ふん・間伐材等 1.37 26.8 20

トウモロコシ パイオニア 1.07 44.2 41

ソルガム 堆肥ソルゴー 0.71 44.0 62

セスバニア 田助 1.93 46.3 24

クロタラリア ネマキング 1.75 46.2 26

注）好塩菌堆肥：好塩微生物を含む有用微生物群で堆肥化したもの

C/N名称
有機物の

種類

堆肥

緑肥作物

主原料 + 副資材
または品種名


